


























































































































 ンう、 淋講素潜齢定した。  ジエネートを用 潰U禰一/
 ては,ア。キサ癩尿弾ギのフラ描イ㌍ス活伽正常抄物それと同様窃P,予想し!監
 た低下はみられなかった。そこで著者は,アロキサン糖尿ウサギにかけるB2の利用不全(エス1葦
 テルイヒ不全)はグリコリ→係の障碍に塞ぐATPの不足によるB2の燐酸化障碍によるものであろ1,一蓬
 うという説に賛意を表している。
 よって本論文は学位を授一与するに値するものと認めろ。
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